教養研究センター基盤研究『身体知プロジェクト』

第１回ミーティング議事録
（日時）２００５年５月１３日（金）　１８時１５分～20時半
（場所）来往舎、１０１，１０２
（出席者）石井明、岩波敦子、熊倉敬聡、佐藤望、手塚千鶴子、篠塚憲一、田上竜也、武藤浩史、横山千晶　（あいうえお順、敬称略）
　　　　
議題１．「身体知」プロジェクトの目的と方法について

　　　　　以下の基本理念に基づきプロジェクトを進めることを確認した。

　　昨今哲学的および芸術的な意味を超えて、「身体論」や「身体知」という言葉がいろいろな場面で語られるようになってきている。それは単に肉体としての身体という意味のみならず、人間をホリスティックにとらえた上での身体であり、当然ながらそこには精神性や感情論も含まれてきている。このような身体に対する議論の背景には、時代の突きつけるひとつの危機感があることは否めない。つまりこれはテクノロジーの波の中で希薄化する身体存在やコントロール不可能な精神・感情・不安といった諸現象であり、それらの危機感は教育現場で切実に意識されているものでもある。

同時に教育に関わるものが、人間の諸活動は、すべて「身体」を抜きにしては語れないという事実を明確に再認識し、その意識を共有していくことは重要である。
　そのような見地のもとに、21世紀の中で私たちが再建もしくは発見すべき「身体」は何であり、それをひとつの「知」とした上で次世代に伝えていくにはどのようにしたらよいのかを教職一体となって考える場が本プロジェクトである。

　本基盤研究プロジェクトでは、そのような基盤に立った上で身体知教育の理論化を試み、広く外部に発信するものである。
この目的を達成するための方法は以下のような手順が関わってくるであろう。

　　　　１）さまざまな「身体知」のあり方を見据える

　　　　２）「身体知」教育の実践の場を視察し、意見交換を行う

　　　　３）実験授業を通じて「身体知」教育の意義と方法を探る

　　　　４）実践の成果を踏まえて「身体知」および「身体知教育」を理論化する
研究機関は3年間を予定し、それぞれの年次計画は以下の通りである。

　　　　１）勉強会、および意見交換、国内外の調査　　（１年目）　

　　　　２）カリキュラム構築と実験授業の立ち上げ　（２年目）

　　　　３）研究のまとめと出版　　　（３年目）
議題２．教育の現場における身体知のあり方について
　　　　　第1回メンバーそれぞれの自己紹介と身体知への関わり方の紹介のあと、
教育現場における身体知のあり方について話し合いが持たれた。以下、そこ
で交わされた意見をまとめる。

　　　

１）　社会に出るための身体知、および他者を受け入れるための身体知

実生活に出て行くための身体の使い方を教える最終的な場（あるいは拠り所）として大学が責任を請け負うべきであるという認識がさまざまな大学の間で広がっている。特にこのようなケアは導入教育の中に組み込まれることになるだろうが、この中で身体知のあり方は大変重要なポジションを占める。つまり「人との接触のあり方とその方法」、「自分の内面と向き合い、自分自身を知る」といった内容が挙げられよう。

同時に大学がこれから社会人や留学生を受け入れる、つまりある意味で外部からの人々を積極的に受け入れるという体制を確立する際にもこの他者理解、他者との接触は重要なポイントとなるはずである。
これらも「身体知教育」の一環として考え直し、理論化する必要がある。

２）　既存の身体知教育の見直し

　　音楽や体育といった既存の身体体験を中心とした学問分野に新しい光を当てる必要がある。これらの学問においては、どちらかに偏りがちな理論と体験のバランスも重要な課題である。また身体知教育としての意義を見直すこと（結果ではなく、プロセス重視、など）も必要であろう。

　　具体的には教育の場では理論と体験のコンビネーションを図った上で、レベル分けによるカリキュラムも考えられよう。

３）　歴史的・文化的な位置づけ

　　それぞれの時代とそれぞれの文化に身体をめぐるさまざまな思想、および危機感があり、その中からあるべき身体観が生み出され続けてきた。そのような歴史的視点を考察することにより、今の自分たちの立場を明確化することができる。また、宗教観などそれぞれの文化的思想を身体観は如実に反映しているので、その点も研究する必要がある。実際に宗教的な思想が戦争などを背景にした、時代の求める身体観に強く結び付けられてきた史実なども考慮に値する。
４）　ほかの学問ディシプリンとの関連付け・および視点の柔軟性
　　身体行為はもちろんほかの学問分野の中でも考察されている。他者論や現象論・認知科学など、哲学・心理学・社会学・理工学など各分野の研究にも目配りが必要であろうし、専門家の意見を聞くことも大切である。

　　同じく、心身同化ではなく、精神にとっての異物としての身体、という視点の切り替えも研究においては必要ではないか。

· 次回の研究会について

次回も引き続き教育の現場における身体知について意見交換を行い、これからの方向を決める予定。また、次回はコアメンバーを決定する。第3回目以降の研究は、コアメンバーを中心になるべく外部に公開する形で行っていく予定である。。
以上
